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1. ジョージア工科大学での研究活動 

 自分はこの留学で、神経冠細胞という細胞に注目して研究を行いました。この神経冠細胞

は脊椎動物の発生段階に共通して見られ、背側から腹側へと移動し、それぞれの場所で必要

な様々な細胞種に分化します。そのため神経冠細胞の移動は発生において不可欠な過程と

されていますが、この過程がどのように制御されているかについてはまだ完全には理解さ

れていませんでした。 

 そこで関与が疑われているのが、細胞外マトリックスです。細胞外マトリックスは各組織

で細胞を取り囲んでいる環境のことで、多数のタンパクや糖から構成されています。また組

織や発生段階でその構成や分布が異なることで、様々な細胞機能を制御していることが知

られています。神経冠細胞もこの細胞外マトリックスの中をいわば泳ぐことになるので、細

胞外マトリックス中の構成要素が、その移動に関わっているものと考えられます。 

 Nie Lab では、このうちヒアルロン酸という細胞外マトリックスに注目しています。ヒア

ルロン酸は水分子と結合し、細胞外マトリックスの粘度を調節する機能を持ち、先行研究で

はヒアルロン酸合成酵素 HAS やヒアルロン酸受容体 CD44 の発現を抑制することで、神経

冠細胞の移動が遅れていることが確認されています。そのため、ヒアルロン酸が神経冠細胞

の移動を制御している可能性が考えられています。また、同様に関与の疑われている細胞外

マトリックスとしてバーシカンという糖タンパクがあり、両者は結合することも知られて

います。そこでこれらが相互作用することで神経冠細胞の移動を制御している可能性を示

すことを、今回の留学の目的としました。 

 そこで自分は、whole mount in situ hybridization という手法を用い、バーシカンとヒア

ルロン酸合成酵素、神経冠細胞マーカー遺伝子の mRNA を胚全体で染色することで、神経

冠細胞とヒアルロン酸及びバーシカンの局在を確認する計画を立てました。さらにこの際、

複数のプローブ(それぞれのターゲット mRNA に相補的な配列を持つ)及び発色試薬を用い

ることで、同一胚中でのこれらの共局在を見ることが出来ます。これによって、ヒアルロン

酸が神経冠細胞由来であるか、ヒアルロン酸とバーシカンが神経冠細胞の移動において直

接的に相互作用する可能性を確かめることを考えました。 

 まず上述の計画を実行するために必要な技術を身に着ける目的で、カエル胚から取り出

した神経冠細胞群におけるバーシカンの immunohistochemistry 染色を行いました。その結

果、バーシカンのタンパクは核内のみではなく、神経冠細胞全体、あるいは神経冠細胞間に

も存在していることが確認されました。バーシカンについての先行研究では、バーシカンは

神経冠細胞そのものではなく、その周囲の別な細胞群の周りに存在していると報告されて

いたため、バーシカンと神経冠細胞の関係性について新たな知見を得ることが出来ました。 

 次 に 神 経 冠 細 胞 移 動 中 の カ エ ル 胚 全 体 に お い て 、 バ ー シ カ ン の 発 現 を



immunohistochemistry 染色によって確認しました。その結果、先行研究と同様に、背腹軸

方向に伸びるバーシカン発現の縞模様が確認されました。 

 これらを踏まえ、上述の研究計画を実行する前段階は終了しましたが、残念ながら時間的

な制約のため計画の実行は断念し、ヒアルロン酸を過発現した in vitro 神経冠細胞の移動に

ついての画像処理を行いました。こちらのデータについても解析までは行えていませんが、

ヒアルロン酸過発現によりコントロール群と比較して移動が亢進されることが予想されて

います。 

自分が携われた仕事は僅かにここまでですが、今後、上記の計画及び処理データを用い、

発生に不可欠な神経冠細胞の移動という過程についての理解が進むことを期待しています。 

  

2. 研究活動における日米の違い 

 自分は渡米時既に 4 年生であり、2 つのラボでの研究経験がありました。そのため日本で

の経験と照らし合わせて考えますと、想定していたよりも日米におけるハード面のギャッ

プは大きくないと感じました。より正確に言えば、ハード面の充実度はそのラボ自体に依存

するので、米国だから、日本だからどうだという話ではないように感じました。 

 一方で自分が違いを感じたのはソフト面、つまりラボメンバーです。米国では学士修了後、

phD まで 5 年間大学院に残るか、修士まで 2 年間残るかを決めたうえで院進します。phD

コースを選択した場合、日本の数倍にもなる授業料と生活費は奨学金で賄うか、それが無け

れば PI(ラボのボス)がラボのお金から賄うことになります。そのためアメリカの phD コー

スの学生は、社会的な地位を担保される裏返しに、自分に対する「出資」に見合う以上の成

果、キャリアを得ようという意識が高く、主体的に動くことを当たり前に考えているようで

した。 

 またアメリカの学生の多くは学士から修士に上がるタイミングで所属の大学を変えるこ

とを選択しており、これは自分の人脈を広げることを目的としているそうです。日本でも人

脈の存在は重要ですが、ともすれば「コネ」としてよいイメージを持たれないこともありま

す。しかし主体的に動くことをよしとするアメリカでは、自らの生き方は自らで切り開くと

いう意識の下、研究そのものだけではなく人脈を広げることに大きなウェイトを割いてい

るようでした。またアカデミアの世界においても、こうした人脈が共同研究、大きな成果の

きっかけとなることをよく知っているようでした。 

 

3. 米国の文化・生活面での発見・苦労等 

 留学を開始して、まず自分が日本との違いを感じたのは、キャンパスそのものでした。ま

ずキャンパスが広々としており、それぞれの建物の外観、内装がオリジナリティーに富んで

いるのです。例えば 1 つのキャンパス内に数万の観客を収容できるスタジアムが複数あっ

たり、図書館の中だけでカフェが 2 か所あったり、芝生の広場やモニュメントの立ち並ぶ

空間があったりと、少なくとも自分の大学では考えらえない光景でした。また、日本と異な



り道路が当たり前にキャンパス内を通過しているので、キャンパス内とキャンパス外の境

界があいまいで、周辺の市街を含めて活気に満ちているのはとても魅力的でした。文字に起

こして説明するのは難しいですが、このキャンパスで時間を過ごしたいと思わせてくれる

のです。 

 日本との違いからくる生活面の苦労としては、食事の利便性の違いが挙げられます。例え

ば日本の大学では自動販売機やコンビニエンスストア、学食が遍在しており、いつどのよう

な場所にいても最低限普遍的な生活を送ることが出来る一方、米国ではこれらに類するも

のが非常に限定的です。そのため基本的に昼食は家から持参するか、割高なお弁当(広場の

付近に屋台が出る)を買うことになりました。勿論お弁当にしても屋台の数までしか種類が

無いので、日本ほど選択肢があるわけではありません。自分のラボから少し離れた場所にあ

る学食に行ったこともありましたが、学食ではメニューが提供されるというより、調理した

具材一品一品が並べれられているオードブル形式で、料理として洗練されているようには

感じませんでした。またこの学食では、お皿によそったけど美味しくないものがあれば捨て

ていいよ、と現地の学生にアドバイスをされ、日本よりも露骨な大量消費、大量廃棄の思考

を感じることになりました。 

 キャンパス外における食事でも、やはり日本との違いを感じました。寿司,刺身,焼肉,ラー

メン,そば,うどん,焼き鳥,どんぶり,しゃぶしゃぶ,やきそば,お好み焼き,たこ焼き…日本食で

の外食の選択肢としてすぐに思いつくだけでもこれだけあります。いわゆる「洋食屋さん」

や「居酒屋」まで含めると、膨大な数になると思いますが、これらほぼ全てがアトランタに

は存在していません。せいぜい寿司, ラーメン, 焼肉屋さんが探せばある、という程度で、

それ以外は他のアジア料理と混在した日本料理店しかありません。代わりに存在している

米国料理のお店は、ステーキ屋さんか、ハンバーガー, サンドイッチ, ホットドックをメイ

ンにフライドポテトが追加されたプレートがメニューの大部分で、美味しいですが種類に

富んだものではありませんでした。その代わり日本と比べて「たまに食べると美味しい」に

分類される外国料理のお店(メキシコ,イタリア,ギリシャ,スペイン,中華,ベトナム,インドな

ど)が豊富で、これらを存分に楽しむことが出来たのは米国ならではかもしれません。ただ

し一方で、日本食の幅広さとおいしさを実感することにもなりました。また、こうした思い

から留学中に日本食の自炊も行っておりましたが、豚、牛肉の細切れが無いことや魚が特に

高価であること以外は、日本と変わりませんでした。少し割高であるものの日本の調味料も

アジアンマーケットで手に入り、物価の高い米国で外食するより格段に安く上がります。 

 

4. 本プログラムへの参加の成果・意義 

 今回は留学開始時に立てた自身の研究計画を達成できず、個人の研究活動という意味で

は悔しさの残る結果となりました。しかし、ごく僅かでも脊椎動物の発生段階に不可欠な神

経冠細胞の移動という過程の解明に携われたこと、そして米国での生活を数週間にわたり

体験できたことは、自分の視野と選択肢を広げる意味で大きな一歩であったと思います。 



 また現地で出会ったジョージア工科大学の日本人学生には、様々なバックグラウンドを

持った人がいて、その中には修士まで日本の大学で出てからジョージア工科大学で phD5 年

間を過ごすという人や、日本の学部卒からジョージア工科大学で修士課程、あるいは高校卒

業後に学部生として移ってきた人もいました。自分はこれまで自分の興味に従って学部を

変更したり、低学年時からラボで研究、成果発表をさせていただいたりと、それなりに能動

的に動いてきたつもりでしたが、留学先で会った日本人学生の人の活動を聞いて、自分が現

状に満足し始めていたこと、そして渡米して研究を続けるという道が現実的に可能性のあ

るものなのだと実感することが出来ました。 

 また、ラボに入るとどうしても自分の研究分野以外の人とはかかわりが薄くなってしま

いがちですが、志の高い他の中谷 RIES メンバーと交流を持てたことも自分にとって得難い

経験でした。気軽に研究の質問を投げかけたり、あるいは進路についても気兼ねなく相談で

きる分野外の仲間とのつながりは、これからも大切にしていきたいと思っています。 

 

5. その他 

 自分は元々中谷 RIES2020 のメンバーとして、2020 年夏に渡米する予定でしたが、コロ

ナ禍により延期に延期を重ね、2022 年春の渡米となりました。また、自身の卒業研究発表

の時期と重なることから、春組の中でも更に時期をずらしての渡米を許可していただきま

した。この留学はジョージア工科大学、大阪大学、ジャパンスタディツアー、そして中谷財

団の数多くの方々に支えられてこそ実現できたものと痛感しています。自分の状況に不安

を覚える時期も長かったですが、今こうして留学を終え、様々な価値観や考え方を取り入れ

たうえで積極的に進路を悩むことが出来るのは、サポートしていただいたプログラム関係

者の方々、留学に理解を示していただいた大学関係者の方々と家族、そして中谷 RIES メン

バーのおかげです。また一方で、至らない点が多く、不躾な対応や無理なお願いをしてしま

ったことについては、大変失礼いたしました。 

 最後にもう一度支えていただいた全ての方々にお礼を申し上げて、この報告書の結びと

させていただきます。 

 

 かけがえのない時間をいただき、本当に、本当にありがとうございました 

 


